
どんな研究？ どこが凄い？ どんな風に役立つ？ 

関連文献 

連 絡 先 

「触れる感覚の物差し」としての言葉 
～触覚の質感とその音声表象～ 

気持ちの良いものから嫌なものま
で、世の中には多彩な質感を持つ
手触りが存在します。しかし、こ
れまで複雑な質感を評価する手法
がありませんでした。本研究では
オノマトペ（擬音語・擬態語の総
称）に着目し、触覚の質感の関係
性をオノマトペの二次元分布図と
して可視化しました。 

オノマトペの分布図は、日本語が
どのように触覚の質感を分類して
いるのか、その関係性を空間的に
表した質感の地図といえます。こ
の地図を利用することで、手触り
をより繊細に人に伝えたり、複数
の質感の関係性を触感の軸に沿っ
て考えたりすることができます。 

触覚の質感やそれに対する快不快
は個人よって大きく異なりますが
それを空間の関係性としてわかり
やすく議論することができます。
また、将来的には質感を正確に伝
えるための枠組み作りや、質感を
組み合わせる設計理論の構築に貢
献できると考えています。 
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人間は、言葉によって感覚入力を分類しており、その
分類を考える上で言葉は一つの重要な指標となります。
特に、オノマトペ（擬音語・擬態語）はマンガや文学
だけでなく、日常生活における感覚伝達手段（感覚の
物差し）として広く使用されています。そこで、オノ
マトペを手掛かりに触感の質感の分類を調べ、触覚を
伝達・組み合わせる枠組みを構築していきます。 

語の持つ印象に合わせてオノマトペを空間的に配置した図と
それぞれのオノマトペの印象に対応する素材例 
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